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学校運営協議会における主な評価内容
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針
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全
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安
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適
な
学
校
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整
備

元
気
　
強
い
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清
見
の
子
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進
ん
で
学
ぶ
子
　
な
か
よ
く
や
り
ぬ
く
子
　
じ
ょ
う
ぶ
で
明
る
い
子
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よ
く
考
え

、
対
話
を
通
し
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よ
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よ
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こ
ど
も
達
と
活
動
の
目
的
や
意

義
を
考
え

、
対
話
し

、
学
び
の

「
質

」
を
高
め
る

児
童
の
自
己
決
定
を
尊
重
し

、

そ
の
実
現
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
注
力
す
る

進
ん
で
清
見
に
つ
い
て
学
び

、

そ
の
魅
力
を
実
感
さ
せ
ら
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る

工
夫

地域ぐるみの人権教育の推進
人権のまち清見として、人権教育等のあり方について
保・小・中で連携しつながりのある教育活動を推進す
る。

ふるさと（郷土）教育の推進
清見の自然やそれに関わる産業への理解を推進し、
そのよさや育てたい資質、能力を地域と共有しなが
ら、地域と一体となったふるさと教育を充実させる。

地域ぐるみの命を守る訓練の実施
本番を想定した防災訓練の実施と共に、保・小・中、地
域と連携による引き渡し訓練を実施する。

自分も他の人も大切にする行動が
できる子どもの育成のための指導
の工夫

仲間や自分のよさを見つけ発信していく活動を通し
て、常に自分の行動について振り返る期間を位置づけ
ていく。

「真に強い子カード」（なりたい自
分、実現に向けた過程の可視化）
の活用

年間を見通した各期ごとの「なりたい自分」実現に向け
ての指導と見届けを行う。

計画的な対話活動と評価、よりよ
い支援のための保護者や外部機
関との連携

児童・保護者の困り感に寄り添い、必要に応じてチー
ムで支援し関係諸機関と連携しながら意図的・計画的
な支援を充実させる。

小集団における対話の方法の工夫
ねらいや児童の実態に応じた学習形態を工夫し、全て
の児童が自分の意見を出していける方法を児童と共
に生み出す。

学習意欲を引き出す題材の設定
本時のねらいに合わせた導入や議論の方法を工夫
し、課題解決に向けた個や集団への働きかけを行う。

基礎的・基本的な知識や技能の定
着に向けた取組の工夫

授業終末の評価問題や学校独自の学習検定（算数オ
リンピック・漢字オリンピック）の取り組みを通して、情
報活用能力の育成を行う。

令和８年度　高山市立清見小学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　　曽出　昌宏

基
本
施
策

と
の
関
わ
り

本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点


